
（英文名称・略称）

邦　　貨 外貨１ 外貨２
（千　円） （千ドル） （千　　　）

371,443 3,952 100
368,828 3,581 100
353,103 3,125 100

当該年度の収入 98,813
１位 日本 3,952 100.0 当該年度の支出 36,804
２位 次年度への繰越 311,068
３位
４位
５位

ポストの名称 職　員　氏　名 備　　考

　　　　０　％

　最近３年間の我が国支払額及びＯＤＡ率

ASEAN加盟国の国籍保持者以外からの職員採用は不可とされているため、本邦職員を送り込む計画はな
い。

金額
（千ドル）

国　　　　名
拠出率
（％）

Ernst & Young Ltd.

 　当該機関重要ポストへの邦人職員送り込みについての具体的な計画

　　邦人職員が占めている幹部ポスト

東南アジア諸国がＡＳＥＡＮの枠組みの下で域内協力を推進することは、アジアの安定・繁栄には不可欠で
あり、同じアジアに属する経済的パートナーの我が国にとっても極めて有益であるところ、東南アジア諸国の
安定の確保及び将来的な域内統合に向けた事務局の努力を高く評価。また、最近実施された事務局の組
織・機能強化についても高く評価。

　うち　０　人

　拠出金名：ＡＳＥＡＮ事務局拠出金

　1米ドル = 　94円
　1米ドル =　103円

会議開催費、事業運営費、研修実施費、専門家派遣費等

 　拠出上位５ヶ国・地域・機関等　（２０１０年のもの）

　邦人職員数
　うち幹部以上

　当該機関全体の職員数
　及び邦人職員が占める率

Association of Southeast Asian Nations (ASEAN)

単   位
ODA率（％）

国際機関等の財政（注）

平成２０年度

（2010年8月31日現在）（千米ドル）

　　当該拠出金の目的・用途等

平成２２年度

　　　　０　人 　　　　　６０人

会計検査機関名

農林水産省大臣官房国際部国際協力課

 　国際機関等名
東南アジア諸国連合

　国連（事務局）　　　　　国連（基金・計画）　　　　　国連専門機関　　　　　その他　　　

　当該機関等に対する我が国としての評価
　（合理化、機能強化のための改革が行われているか，当該機関等の政策に対する我が国の意見の反映度を含む）

（注）2010年10月の第1回日ASEAN合同協力委員会でのASEAN事務局提出資料に基づく。

平成２１年度
　1米ドル =　113円

レート

種　　　別

　所管官庁担当局課名


